
第２回 「 協同学習を学ぶ会 」 を 行います 
 

 宮城県の先生方を対象に，仙台市で第２回目の「協同学習を学ぶ会」を実施いたします。 

「協同学習」の「協同性」を高めるためには「コミュニケーション能力の獲得」と「人間関係づくり」

が大切です。今回は, 渡辺正雄先生をお招きして，「協同の学びを通じて、子どもたちが共に生きる在り方

をまなぶアプローチとしての協同学習」について，みなさんで考えたいと思います。私たちは，いつも児

童・生徒たちが“もっと学びたくなる授業”を目指しています。今回の「協同学習を学ぶ会」も，前回と

同様，私たち教員が“もっと授業づくりを考えたくなる”素敵な研修会になるはずです。 

 

１ 日 時   平成 29年 6月 24日（土） 13時 00分 ～16時 00分 

                            （ 受付 12時 30分～ ） 

 

２ 場 所   TKP仙台東口ビジネスセンター カンファレンスルーム 2B 

〒983-0852 宮城県仙台市宮城野区榴岡 1-6-30 ディーグランツ仙台ビル 2F 

 

３ 主 催   宮城「協同学習を学ぶ会」 

 

４ 後 援   日本協同教育学会（JASCE） 

 

５ テーマ  「 『 主体的・対話的で深い学び 』実現への提言 

～アクティブ・ラーニング（ 協同学習 ）の視点から～  」 

６ 講 師   渡辺 正雄  先生（ 日本協同教育学会 前理事 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 参加料   1,500 円 （ 当日，受付で集金します。） 

 

８ 申し込み  ◆ 定員は，80名です。申し込み順とさせていただきます。 

◆ 裏面の用紙を使い，FAX 又はメールで 6月 9日(金) までに お申込み下さい。 

 

 

講師紹介  福島県スクールカウンセラー 

日本協同教育学会前理事・日本学校教育相談学会全国理事（研修委員長） 

 

福島県郡山市出身。東京女学館中学校高等学校で３７年間国語科教諭，東京女学館大学で教育相談・臨床心理学の

講師を１２年間務める。中高では校務分掌として生徒指導部長・教育相談室長を務め，包括的生徒指導・教育相談に

従事し，生徒参加型ワークショップを開発。第５９回読売教育賞教育カウンセリング部門最優秀賞を受賞。主な著作

に『中学校における心理教育的手法を援用した生徒参加型のガイダンス活動』（読売新聞社）『アクティブラーニング

を活かした生徒指導』の編著（学事出版）『生徒指導における協同学習の可能性を考える』（東京女学館紀要）。 

宮城「協同学習を学ぶ会」事務局     

白石市立南中学校  教諭  熊谷 みち 

TEL： 0224-28-2013 

FAX： 0224-28-2016 

e-mail：  kumagai-173@shiroishi-c.ed.jp 

〒989-0112 宮城県白石市越河平字平合 23-1   

 


